
 

 

 

 

 

 

 

 

寒暖差の激しい日が続いていますね。春先は様々な環境も変わり、大人でも疲れて体調崩

してしまいそうです。連休はゆっくりと、心も身体を休めて…いられないのが子育て真っ盛

り世代の現実ですかね。 

昨年はいちごが大豊作でしたが、今年はダンゴムシが大豊作⁈ダンゴムシは見慣れてい

る保育士達でも、だいぶ引いてしまうくらいたくさん捕獲したカップを持ったお友だちが

あちこちに…。ダンゴムシ狩りが大ブームです。ダンゴムシ達は連休中にお引越しの相談で

しょうか。 

狭いエントランスですが、子ども達同士の遊びや会話は、他のクラスのお友だちにも広が

って、異年齢で過ごす子ども達の良い刺激になっています。素敵なこいのぼりも子ども達の

心に残り、次の世代へと繋がっていってくれることでしょう。それだけでなく、良い波紋は

園内にとどまらず、近隣の方々へも広がり、通りすがりの方々も目を細めながら「癒されま

すね」とお声掛けいただいています。どんどん広がっていく、子ども達の想像力。楽しみで

すね。 

 

  

1 日(土)うさぎ懇談会 

5 日(水)歯磨き指導(幼児組) 

8 日(土)りす懇談会 

12 日(水)歯科健診 9:15～ 

15 日(土)ひよこ懇談会 

25 日(火) 誕生会 

大宮すこやか保育園 2024 年 5 月 1 日発行 

内科健診(5 月)・歯科健診(6 月) 

できるだけお休みせず、 

当日受診にご協力ください。 

8 日(水) アルディージャサッカー教室(4,5 歳のみ) 

11 日(土) 親子親睦会(幼児組のみ) 

13 日(月) 内科健診 15:30～(全クラス) 

21 日(火) お弁当の日(4,5 歳のみ) 

(中身の入ったお弁当をお持ちください) 

28 日(火) 誕生会(全クラス) 

5 月の行事予定 

6 月の行事予定 



 

  

クラスより 

りす組 

ひよこ組 

 新学期が始まり、あっという間に１ヵ月が経ちました。 

少しずつ新しい環境に慣れ、子ども達の笑顔も増えたように感じます。 

避難車に乗ったり、保育者のおんぶで散歩に行くと、 

風や日差しの心地良さを感じながらウトウトする子や、走っている車や電車などを 

じっと見つめる子等、リラックスした様子が見られます。 

お部屋では、ボールを投げて追いかけたり、マラカスを叩き音を出して楽しんで 

います。また、保育者やお友だちとハイハイで競争をしたり、お部屋を探索し 

“これは何だろう？”と夢中になって遊んでいます。時折、お友だちや 

保育者の顔を覗きこみながら笑顔を見せてくれる姿は、とても可愛いです。 

 

 ミルクや離乳食タイムでは、保育者の用意が始まると、「早く食べたいよ！」と 

側に集まって来て、ゴクゴク・モリモリ沢山食べているみんなです。 

 ５月も、引き続き体調の変化等に注意していきながら、 

安心できる温かい雰囲気で見守っていきたいと思います。 

さわやかな風に、温かい日差し。 

外遊びやお散歩が楽しい季節になりました。 

入園当初は緊張気味だったお友だちも、少しずつ園での生活に慣れてきて、 

たくさんの笑顔を見せてくれています。お歌が大好きなりす組さん。エントランスでは、 

綺麗に咲いているチューリップを観察しながら『チューリップ』や『ちょうちょ』の歌を 

保育者と一緒に歌ったり、歌に合わせて体を揺らしたりする姿がかわいらしいです♡ 

『どんな色が好き？』の歌も好きで、保育者と一緒に歌うと、問いかけに合わせて「あお！」 

「みどり！」と様々な色を言ってくれる姿もあり、みんなでお歌を楽しんでいます。また、 

お散歩ではさくら広場に行くと、ピンクのお花を集めて花束にしたり、木の下で保育者や 

お友だちと座ってお花見ごっこをしたりと、のびのび過ごしています。 

５月のこどもの日に向けて、こいのぼり製作をしました。タンポやペンを使って 

こいのぼりやお空の模様を描くと、楽しい！もっとやりたい！と 

笑顔や言葉で気持ちを表してくれましたよ。 

今月も戸外で沢山の自然と触れ合いながら、様々な発見を 

子ども達と楽しんでいきたいと思います。 



 

  

うさぎ組 

ぱんだ組 

暖かい日差しの中、新緑の爽やかさを感じますね。 

戸外ではダンゴムシ探しに夢中のぱんだ組さん！最初は「先生が 

見つけて～」といった姿でしたが、絵本や図鑑でダンゴムシについて調べていく 

うちに、今では住んでいる場所や食べる物まで分かるようになり、自ら探して保育者に 

見せてくれます！ダンゴムシを探していく上で、お花にも興味をもち始め、色水遊びを楽しむ 

様子も見られるようになりました。ダンゴムシを見つけても、外遊びを終える頃には、逃がして 

あげたり、色水遊びでも「落ちているお花かシワシワのお花をとろうね」とお友だち同士で言葉を 

交わしたりする様子も見られ、ぱんだ組の自然に優しく触れ合う姿にほっこりしています。 

また、海賊船作りでも盛り上がっています！段ボールを繋げて船を作ると「色をつけた方がかっこ 

いいよね」という子ども達の声から、新聞紙や広告等を自由に破って貼ったり、マーカーで絵を 

描いたりしていきました。お友だちとマーカーを貸し合う姿が見られ、活動を通して、新しいクラス 

でのお友だちとの関わりも増えてきて嬉しく思います。完成すると海賊になりきる子、 

海賊船の外では、ワニになって大きな口を開けている子など、ピーターパンの世界に 

なりきって遊ぶぱんだ組さんです♪ 

今後とも、子ども達一人ひとりのペースを大切にし、 

のびのびとした気持ちでお友だちや保育者と触れ合ったり、 

心を通わせたりしながら楽しく過ごせるように 

努めていきたいと思います。 

新しい環境にも慣れ、安心して一人一人が 

思い思いの遊びを楽しむ姿が見られています。 

朝の支度なども「自分で」と言って進んでやることが増えてきました。 

また、トイレに行き、便座に座る習慣もついてきています。 

ご家庭でもぜひ、お風呂の前などにトイレに誘ってみてください。 

遊びでは、ままごとで料理を作ってテーブルに並べてみんなで食べたりぬいぐるみのお世話を 

したり、そこからお買い物ごっこに発展したりしています。少しずつ、お友だちとの関わりが 

増えて簡単なやり取りを言葉や手振りで伝えようとするようにもなってきました。 

また、絵具をビー玉やローラーを使って色付けする楽しさや、 

粘土をこねたりちぎったり形にしたりする楽しさを感じているようです。 

いろいろな感触遊びを楽しんでいけたらと思います。 

戸外では、お友だちと手を繋いで歩き、「こいのぼり」「きらきら（星）」「カラス」などを 

みつけてはお友だちとお話したり歌を歌ったりしながら散歩を楽しむ姿が 

見られるようになってきました。新緑の季節となり、散歩日和の日も 

多いかと思うので散歩でいろいろな発見を 

子ども達としていきたいと思います。 



 

 

きりん組 

ぞう組 

暖かい日差しの中、汗をかきながら戸外遊びを楽しんでいる 

子ども達。エントランスでは予約している苺を毎日観察し、実が何個なって 

いるのか数えたり、苺のプランターの前で『みつけたのだあれ』というお歌を歌い 

赤くなるのを待ち望んでいます☆またカップに沢山の花びらを集めて遊んでいたきりん組さん。 

そこにお水を入れて花びらを使って色水遊びにも挑戦！すり鉢で花びらをすっていくと段々と 

紫や黄色等のキレイな色水が出来上がりました。中には同じ花びらの色を使っても、する力の強さ 

によって、できる色が違うことに気付いた子も…。みんなに発見したことを説明すると 

「次は水色が作ってみたい！」とカラフルな色水作りに大盛り上がりでした！！ 

こいのぼり製作では、中に飾るチームと外に飾るチームに分かれて製作をしました。 

“外に飾るにはどんな素材がいいんだろう～”とみんなで考え「雨が降って壊れたら嫌だ」 

「雨に強い素材を探そう」と話し合っていきビニール袋やプラスチックで作ることに。 

ぞう組さんが作る姿を見て真似して三つ編みをしてみたり、「もっとここの部分に 

鱗を張ったら、こいのぼりに見えるよ！」とお互いに意見を出し合いながら 

協力して作っていました。 

日によっては夏のように暑い日が続きますが、 

子ども達の体調に十分注意していきながら 

健康に過ごしていきたいと思います。 

風薫る 5 月、あまりの暑さに初夏の訪れを感じます。 

子ども達は汗をかきながらもたくさん体を動かして遊んでいます。 

山丸公園とさくら広場の特徴を模造紙に描き、自然のマップ作りを行いました。 

公園に図鑑を持っていくと、見つけた草花や虫を「これ似てない？」「こっちかな？」 

とお友だちと一緒に調べる姿が見られ、春の自然に関心を深める様子がありました。 

 

こいのぼり製作では、中チーム外チームに分かれて作りました。 

最初はどんなものを作ろうかと悩む姿もありましたが、 

作っていくうちにイメージを膨らましていく様子がありました。 

きりん組さんと協力しながらとても素敵なこいのぼりが完成すると、 

それぞれのこいのぼりを見て「すてきだね！」と褒め合う姿もありました。 

遊びで必要なものを自分達で作ってみたり、様々なことをやってみようと 

したりする姿がたくさん見られるようになってきているので、 

子ども達の“やってみたい“という気持ちに寄り添いながら 

一緒に考えていきながら子ども達の成長を 

見守っていきたいと思います。 


